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問 題 解 決 を 基 盤 と し た 地 理 教 育
－ イギリス地理教材Problem-Solving Geography を手がかりにして －
On Geography Lessons Based on Problem Solving Activities in Secondary Schools


















































































































































そこで， 本稿では， 上記 の考え方が明瞭に表れ
たイギリス地理教 材 『問題解決の地理 ：変 化す
る世 界 の分 析(Problem-Solving Geography,
Analysis in ａ Changing World) 』（以下，本教
26 －





Ⅲ. Problem-Solving Geography の内容 構成
１． 全 体 計画 一 グ ローバ ル・ ローカ ルイ シュー の
局 地的 把握一
本教材 は表 １に示すように， 問題 解決 のプロセス
について解説している導入的単元（「イントロダクショ
ン」）のほかに，６つの単元から構成されている。
本 教材 全 体 は， 現 代 世界 が直面 してい るグロ ー
表１　『問題解決の地理：変化する世界の分析』の全体計画
イントロダ クショ ンー変化へ の対処
第１単元　危機 一危機 とは何か ？
第２単元　環境 一他の誰か の問題 なのか ？
第３単元　小さな歯車 と巨大な車輪
第４単 元　情報と交通手段
第５単元　 農業発展へ のアプロ ーチ
第６単元　 地球的規模 の行動計画 とは ？
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特定物質 の生産・ 使用の段階的廃止 (事例無し)
人口増加 人口抑制政策 の導 入 中国
水資源の確保 ダ ムの建設 中東 諸国， エ ジプト
６ 資　　 源
途上国における森林伐採 先進国 によ る投資 ブラ ジル
化 石燃料 に代 わるエネルギー 水力発電・風力発電 カナダ・ケベッ ク州
アメリカ・カリフ ォルニ ア州
廃棄物の増加と鉱産資源枯渇 リ サイ クルの推進 ガーナ











国内経済の再建 プ ランテ ーショ ン農業 による対 外輸出 グアテマラ
田園地域の開発 地域開発 に対す る住民 の同意 イギリス， バ ークシャー州
海岸砂丘の侵食 観光客の立 ち入り規制 イギリス, Magilligan
アメリカ・カロ ライナ地方
鉄道の敷線ル ート選択 環境影響評価 イギリス
３
商 工 業
企業 の生 産コスト上昇 国際分業体制 の確立 イギリス・タイ ンア ンド ウィア州
地域による経済格差 テクノ ポリス構想 日本 ・新 潟県
社 会主義 諸国の経済遅滞 経済政策 の転換 東 ヨ ーロッパ諸国
４
農村地域の過疎化 テ レ コ ミュ ニ ケ ー シ ヨ ン イギリス
都市中心部の過密化・空洞化 店舗の郊外移転・中心部再 開発 イギリス・レディ ング
地 域格差・工 業地域 の衰退 ハイテ ク産業・外国資本 の誘致 フ ランス・ピカルディ ー地方
５ 農　　 業
食 糧の増産 品種改良（緑 の革命） 東南 アジア諸国
生 産性の向上 人民 公社か ら生産請負制 へ 中国
先 進国 における農業遅滞地域 農場におけ る経営多角化 イギリス・イング ランド中部地方
途上国 への農業技術支援 アグリビ ジネス (事 例無 し)



































































①認 識対 象 ：変 化 のパターンと地 域事例への適用
単元 は， ある問 題 状況 に対 して ある対 処が為 さ
れ， その対 処が別 の新 たな問 題を 生 みだ し， さ ら
に次 の対 処が為 さ れてい くとい うよう に， 問題 解
決が 次々 に進 行 してい く過 程を連 続 的 にとらえさ
せることを通 して， 地 域 に表 れる変化 を認 識 させ
るように構成 されている。 第 ４単 元 「情 報 と交 通
手段」 を事 例にして， 単元構 成を説明 していこう。
各 単元 は， ある主 題が 付け られた複数 の内 容群
に区 分で きる。 本 教材 では明 記 されていないが，
これを小単元 と呼ぶことにする。 それに従えば， 第
４単元 は表 ３に示すように， 小 単元 １「新 しい 考
えを採 り入れるとき，パターンを予想できるのか ？」，
小単 元 ２「新しい労 働 のパターン」，小 単元 ３「さ
らな る研 究－ レデ ィングにおけ る ショ ッピング」
（各 小 単 元 の番 号 は 筆 者 が 便 宜 的 に 付 け た） と
「問題 解決 課題 ：フ ランスにお けるハイテク産業 の























小 単元 １　新しい考え を採 り入れる とき， パ ター ンを予 想
できるのか ？
小 単元 ２　新しい労働 のパ ターン
小 単元 ３　さらなる研 究－レディングにおけるショッピング
問 題解決課題　フ ランスにお けるハイテク産業 の立地
Law,N.  and Smith,D  ,,Problem-So面 河Geography,  A 心 肺 必阮 α





























レ 内容設定 の基準グ ブ 問題解決の進行過程 の空 間的把 握
第一 次の問題解決 第二次 の問題解決 第三 次の問題解決



































































ン グ・ モ ール
の建設
地 価の上昇，















フ ラン ス・ピ カ
ルデ ィ ー地方 に














Law,N. and Smith,D･,Problem-So 面 昭Geogri 叩 妙Analysis  in a Chan,がng  World, Stanley Thornes,1993･ pp ユ31-155.より筆者作成























































































学習過程 の組 織 教師による指示・発問 教 授学習 過程 獲 得される知識
為された問題解決 の提示
フ ラ ンス の中で 比 較的 開 発が
遅 れ てい る地 域 に， どの よう




○ フラ ンスで は， パ リを 中心 とする地域 とそ の他 の地域
と の間で格差 が広 がって いた。
○フ ランスで は地域間格 差を是正 する ためにハイ テク産
業を始 めとする工業を地方 に誘致した。
1. 問題 解 決
に関 わ つ
た 要 素 を
分析する
地 域 格 差
の実態
各 資料 を 検討 し， フ ラ ンスに
お け る現 在 の地域 格 差 （不 均




○フ ランスで は， パ リやマル セイユなど の大都市付近 の
地域 にサ ービス部 門の雇 用が卓越 しており， そ れ以 外
の地域 には農業・ 工業部 門にお ける雇用 の割合が 依然
として 高くなって いる。 フラ ンスで は， パリを中心 と
するイ ル・ド ウ・フ ランス(Ile-de-France) 地域が核 心
地域 となっており， そ れ以 外 の周辺 地域 との格差が 広
がっている。
ハ イ テ ク
産 業 の 立
地特性
ハ イ テク産 業 は， な ぜ他 の産




○ ハイ テク産業 は小 さいな がら も価値 の高い 製品を生産
して いるため，立地条件が あまり制約される ことなく，
消費 地か ら離れ たところで も製品を生 産で きる。 他 の
産業 の場合， 原材 料また は市 場を志 向する ため， 立地
条件 が制約 されている。
ハ イ テ ク
産 業 の 地
位
各資 料を もと にして ， フ ラン
ス にお け るハ イ テ ク産業 の地
位 につい て， そし て， 将 来八
イ テ ク産 業 が ます ま す重 要 に




○売上 高，市 場総額， 雇用 などの各側面 において， フ ラ
ンスにお けるハイ テク産業 の地位が上昇 して いるこ と




フ ラ ンス政 府 によ る企 業 誘致
のパ タ ー ンか ら， 政府 に よる




○フ ラン ス政 府は， パ リに近い 地域 に移転 を計画 してい
る企業 に は支 援を行 わず， パ リから離 れた地域 に進出
する企 業に対 して最大 レベル の支援を行 ってい ること
か ら， パ リを 中心 とする核心地 域へ の産業 ・人口 の集
中を抑 制し， 周辺 地域 への企業 の進出を 促進す ること
で，国 内にお ける地域格 差の是正， 均衡 のと れた地域
開発を目指してい る。
2. 問 題 解 決
に 関 わ つ
た 要 素 を
総合する
ハ イ テ ク
産業 の 分
布 に 見 ら
れる変化
分 布図 や ロ ーレ ンツ曲 線 の作
成 を通 して ， フ ラン スが ハイ
テク 産業 を 周辺 地域 へ 誘致 す





3. 問 題 解 決
の 実 行 例
と 照 合 す
る
ヒカ Ｆ ィー
地 方 に お
ける 外 国
資 本 の 誘
致活動
本文を読 みなさい。 Ｔ：指示す る
Ｐ：本文を読
む
○ 近年， フラ ンスにおけ る地域計画 の多 くが， 海外 から
の投資を取 りつ けるこ とによって， 産業基 地の活性化
へつ なげようとしている。
○ ピカ ルディ ー地方 議会 は， 地域内 の企業 による外国 へ
の製品輸 出を促進 するた めに， 諸外 国の コンサル タン
ト 企業 との提携を決 定し た。 希望 する外国 の提携先を
招 いて， ビ ジネス・コ ンベン ショ ンを催す こと も計 画
さ れて いる。
○ ピカル ディ ー地方 の利点 として，パ リ大都市 圈 の北部
に位置して おり， ロ ンド ンーパ リーフラ ンクフルト な
どのヨ ーロ ッパ の中心地か ら容易 に到 達す ることがで
きるとい った地理的 特性があ ること， そして， 伝統工
業 から近代工 業まで非 常 に多 様な形で 混在して いる，
フ ラ ンスの中で も先 駆的 な工業 地域で ある ことな どが
挙 げられる。
○ ピカル ディ ー地方 のア ミアンに は外国 資本 の電気 機器
工場が進 出しており， 大学など の研究機関 も見られる。
すべ て の資 料を 利用 し て， ア
ミア ンヘハ イ テ ク産業 を 誘致







4. 問 題 解決
の有 効 性
を 評 価 す
る
移 転 政 策
のモニター
あな た は， フ ラ ン ス労 働 省 の
職員 と して， 移転 政 策が 周辺
地域 に機 能 して い る ことを 確
認す る ため に， どの よう な モ
ニ タ ーのプ ロ セ スを 設 け た ら
よい か。　ど のよ うな デ ータを
収集 し， そ れら のデ ー タを ど
のよう に示 せ ばよいだろ うか。
Ｔ ：発問する
Ｐ ：答え る
○各 種産業 の生 産高， 設備，雇 用 につ いて， フラ ンス全
体 の統計 と国 内の核 心地域・ 周辺地域 のそ れを 比較す
れば，移転政策 が機能しているこ とを確認で きる。
Law,N. and Smith,D.｡Problem-Solving ロ:Geography, Analysis  in a Chan,がng  World, Stanley Ｔｈｏｒｎｅｓﾕ993. pp.148-155.より筆者作成
なお，下線を記 した指示 は本教材に示 されておらず，筆者が必要 に応じて補った ものである。
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